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2013年8月に、記録的な大雨により岩手県と秋

田県で土砂災害や浸水被害が頻発しました。この

とき、人家から離れた森林の中でも、たくさんの土

砂崩れが起こっていました。私たちが岩手大学と共

同で調査を行っている、岩手大学御明神演習林

（岩手県雫石町）内の天然林でも、土砂崩れ（斜面

崩壊）が、小規模ながら数か所にわたって発生し、

数本の樹木が流され、崩れた土砂が数十メートル

の範囲にわたって堆積しました。

土砂崩れ直後の跡地には、植物の生えていな

い地面が広がっていますが（写真1）、ここに再び

植物が生えてくるか観察することにしました。写真

2は、土砂崩れの発生から3年たった2016年に撮

影したものです。跡地に植物が生育し、見た目も

緑色になってきています。これらの植物には、シダ

や草に加えて樹木の若木もたくさん含まれていま

した。 土砂崩れの起こった翌年の2014年春には、土砂崩

れの跡地に、たくさんのサワグルミが芽生えました

（図1）。崩れた土砂が堆積した場所では特によく成長

し、大きなものは芽生えてから3度目の夏で、高さ1m

近くに達していました（写真3）。一方、土砂崩れの起点

となった場所では、サワグルミに加えて、2016年春に

たくさんのスギの芽生え（写真4）が生えてきました。

これらの芽生えは、いずれも、周囲の親木が実ら

せたタネが土砂崩れの跡地に落ち、芽を出したもの

です。サワグルミはちょうど2013年秋にタネが豊作

になり、翌2014年春にたくさんの芽生えが育ちまし

た。スギは、2013年秋に実ったタネが少なく、2015

年秋に多くのタネが実りましたが、そのころには、崩

れた土砂が堆積したところはサワグルミなどに覆わ

れてスギの生える余地がなくなっていました。しか

し、土砂崩れの起点となった場所は、地面がえぐれ

てしまったことにより土が堅く、水分をあまり含んでい

ないので、植物がそれほど大きくなることができず、

隙間にたくさんのスギが芽生えたと考えられます。

図1の右下には、土砂崩れが起こっていない地面

の芽生えの数を示しました。土砂崩れの跡地と比

べると、芽生えが無いも同然なことにお気づきに

なったでしょうか。実は、樹木のタネは、森林の地面

を覆っている落ち葉の上では、その下の土まで根が

届かなかったり、落ち葉に住み着いている病原菌に

侵されてしまいます。そのため、芽生えても生き残

ることができない場合が多いのです。サワグルミや

スギは、東北地方に育つ樹木の中でも、特に落ち

葉の上で芽生えが育ちにくい種類として知られてい

ます。これらの樹木にとって土砂崩れは、付近に親

木が残ってさえいれば、むしろ、次世代の木が育つ

ための絶好のチャンスとなるのです。

どんな若木が生えている？

土砂崩れの跡地に子孫を残す樹木
大雨がもたらした土砂崩れ

3年後には

写真１　土砂崩れ発生直後の様子（2013年9月）

写真２　土砂崩れから約3年後の様子（2016年7月）
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図１　2016 年秋の時点で生き残っていた芽生え・若木の数（芽生
えが発生した年ごと、樹木の種類ごとに示した。水色がサ
ワグルミ、濃緑がスギ、他の色はその他の樹種。）

写真３　崩れた土砂が堆積した場所に芽生えて3度目の夏に差し
かかったサワグルミの若木たち。黄色の物差しの高さは
約1m（2016年7月）

写真４　芽を出してから約1年経ったスギの芽生え。オレンジ色
の番号札のサイズは約5cm（2017年5月）


